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【目的】当研究室で は ，遺伝子水平伝播の 手段として知られてきた接合やフ ァ
ージによる形質導入

とは異なる，広宿主域遺伝子伝達粒 子（VP）を介した遺伝子の 水平伝達を明らか にしつ つ ある．し

か し，それ ら形質導入された菌での ，宿主菌一ウイル ス 間相互 作用に関する知見は未だ充分で は

ない ．本研究で は，Escherichia　coli　K12 株由来の 溶原菌を含む 4種の 細菌 ：栄養要求性大腸 菌突

然変異株 E．coli　AB 　1157；大腸菌lambda溶原菌株E1　coli　CSH66 ；AB 　l　l　57を受容菌とした好熱細菌

由来の VP 媒介形質導入株 S  E −t  s ；並び に，海洋 細菌由来の VP 媒介形質導入株 Calvi−E −tTans

を用いて，これらの細菌が炭素，窒素，リン飢餓条件下で 示す応答の 差異を検討した．

【方法 】上記 4種 の 供試株 を定常期まで液体栄養 （LB）培地で培養し，集菌，洗浄後，各 々 の 初発

濃度を， ABIl57 ：1．15　x　108　celVml ； CSH66 ：1．02　x　108　celYml ； ST−E−trans： 1．00　x　10s　celVml ；

CaM −E−t  s：1．OO　x　108　celYml として 50　mM 　Tris−HC1 緩衝液（pH 　8．0）に懸濁し，30℃で 静地培養

した．培養開始後 0，2，4，　6，8，10，12，24，48，72，
96時間に試料採 集を行い

， LB 上で生菌数を，

SYBR 　Goldを用い て全菌数を検討した．

【結果及び 考察】各 々 の 菌数は 炭素 ，窒素，リン 飢餓条件下で 減少 を見せ ，96時間まで に

AB 　l　l　57：3．79 ± 3．37　x 　107　celVm1 ［oα 32．98％，初発濃度を基準にした割合（以下同様），　n
；35］；

CSH66 ： 2．67 ± 1．Ol　x　107celYml（ca．26．75％
，
　n ＝ 44）；ST−E −t  s；2．60 ± 0．97　x　106　celYml （ca ．

2．60％
，
n＝35）；Calvi−E−nans；5，00 ± 2．22　x　106celYml　（ca ．　5，00％

，
　n＝35）へ と減少 した，この 結果

より，溶原菌に お ける宿主菌一ウイル ス 問相互 作用 が示唆された ．さらに ，lambda溶原 菌である

CSH66株をST−E−t  s並 びに Calvi−E−tranLgと比 較すると，96時間にお ける生菌数の 割合はCSH66

菌数 に対しST−E−trans：10．3倍，　Calvi−E−trans：5．3倍となっ た．粒子生 産に於て宿主 菌を溶菌させる

フ ァ
ージとは異なり， 粒 子生産時に溶菌す る事なく出芽機構 を採るVP は宿主菌の 生存が 白己の

存続に必須で ある事か ら，宿主に積極的に働きか けることで 貧栄養条件下で の 宿主菌数を抑制し，

種として の 宿主菌の 存在維持を図る生存戦略を採用して い ると考えられる．
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